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車
田
忠
継
著
『
昭
和
戦
前
期
の
選
挙
シ
ス
テ
ム

―
千
葉
県
第
一
区
と
川
島
正
次
郎
』

杉
谷　

直
哉

本
書
は
、
千
葉
県
出
身
の
政
党
政
治
家
で
あ
る
川
島
正
次
郎
と
川
島
が
関
わ
っ

た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
県
議
会
議
員
選
挙
を
対
象
に
し
、
千
葉
県
の
地
域
政

治
構
造
と
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
選
挙
の
特
質
を
描
き
出
し
た
も
の
で
あ

る
。
以
下
、
本
書
の
内
容
を
要
約
す
る
と
と
も
に
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
付
け
加

え
た
い
。

「
は
じ
め
に
」
で
著
者
は
本
書
の
根
底
を
成
す
テ
ー
マ
と
し
て
選
挙
シ
ス
テ
ム

の
概
念
を
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

　　

ま
ず
候
補
者
は
選
挙
区
で
県
会
議
員
な
ど
の
地
方
議
員
と
関
係
を
構
築
す
る
と
と
も

　
　

に
、　

選
挙
区
で
政
治
活
動
を
重
ね
、
や
が
て
立
候
補
す
る
。
そ
し
て
選
挙
運
動
を
経

　
　

て
、
選
挙
結
果
が
導
き
出
さ
れ
る
。
こ
こ
で
候
補
者
は
選
挙
結
果
に
も
と
づ
き
、
選

　
　

挙
費
用
、
地
域
ご
と
の
得
票
数
（
得
票
率
）、
選
挙
違
反
な
ど
を
把
握
し
、
そ
れ
ら
に

　
　

規
定
さ
れ
る
形
で
、
再
び
県
会
議
員
選
挙
と
の
関
係
を
構
築
し
、
政
治
活
動
に
励
み
、

　
　

次
回
の
選
挙
に
向
か
う
。
こ
の
循
環
こ
そ
、
筆
者
の
考
え
る
選
挙
シ
ス
テ
ム
に
他
な

　
　

ら
な
い
（
一
頁
―
二
頁
）。

こ
の
選
挙
シ
ス
テ
ム
の
概
念
規
定
は
、
継
続
し
て
特
定
の
選
挙
区
か
ら
立
候
補

し
て
当
選
を
重
ね
る
政
治
家
の
あ
り
方
を
示
し
た
も
の
と
し
て
、
重
要
な
も
の
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
著
者
は
本
書
に
お
け
る
方
法
論
と
し
て
次
の
五
点
を

挙
げ
て
い
る
。

①
「
一
つ
の
選
挙
区
と
一
人
の
代
議
士
を
結
び
付
け
」、
一
九
二
四
年
か
ら

一
九
四
二
年
ま
で
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を
分
析
す
る
（
九
頁
）。

②
川
島
の
選
挙
や
政
治
活
動
の
形
態
変
化
を
分
析
す
る
（
同
上
）。

③
川
島
と
選
挙
を
戦
っ
た
対
立
候
補
を
比
較
史
的
に
分
析
す
る
（
同
上
）。

④
代
議
士
の
後
援
会
が
組
織
さ
れ
る
背
景
な
ど
か
ら
後
援
会
の
基
礎
構
造
を
分 

析
・
検
討
す
る
（
一
〇
頁
）。

⑤
「
川
島
の
選
挙
シ
ス
テ
ム
の
分
析
結
果
を
支
持
基
盤
の
視
点
か
ら
ま
と
め
、
特

定
化
す
る
」（
同
上
）。

こ
の
選
挙
シ
ス
テ
ム
と
五
つ
の
方
法
論
を
元
に
著
者
は
本
論
を
展
開
し
て
い

く
。第

一
章
「
代
議
士
へ
の
道
―
一
九
二
四
年
の
二
つ
の
選
挙
」
で
は
、
ま
ず
川
島

の
地
盤
と
な
る
千
葉
県
第
一
区
の
う
ち
、
東
葛
飾
郡
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
指
摘

す
る
。
即
ち
、
東
葛
飾
郡
は
農
村
地
帯
に
加
え
て
工
業
地
帯
、
漁
村
地
帯
な
ど
の

多
様
な
地
域
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
都
市
化
が
進
展
し
た

と
す
る
（
二
一
頁
―
二
五
頁
）。
ま
さ
に
東
葛
飾
郡
は
、
多
様
な
利
益
要
求
が
潜
在

す
る
る
つ
ぼ
の
よ
う
な
地
域
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
当
選
を

目
指
す
代
議
士
た
ち
は
、
県
会
議
員
の
選
挙
に
積
極
的
に
介
入
し
、
自
ら
の
影
響

力
を
浸
潤
さ
せ
て
い
っ
た
と
す
る
。
そ
の
代
表
的
な
事
例
と
し
て
、
実
業
家
で
政

友
会
所
属
の
本
多
貞
次
郎
を
挙
げ
て
い
る
。
本
多
は
来
る
選
挙
を
見
据
え
て
、
自

派
の
人
物
を
県
会
に
送
り
込
む
動
き
を
展
開
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
川
島
は
、
第
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書評

一
五
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
憲
政
会
系
候
補
と
し
て
立
候
補
す
る
が
本
多
に
敗

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
川
島
は
「
落
選
し
た
も
の
の
」、「
地
域
有
力
者
、
母
校
専

修
大
学
で
築
い
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
青
年
団
、
労
働
組
合
、
市
場
関
係
団
体

な
ど
を
支
持
基
盤
と
し
」、「
次
回
総
選
挙
に
つ
な
げ
た
」
と
す
る
（
四
五
頁
）。
そ

し
て
「
川
島
が
政
治
の
目
的
を
生
活
の
改
善
（
向
上
）
と
し
て
捉
え
、
両
者
を
結
」

ん
だ
と
し
、「
経
済
格
差
が
大
き
い
東
葛
飾
郡
と
い
う
選
挙
区
だ
か
ら
こ
そ
、
こ

の
川
島
の
政
治
信
条
は
」
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
と
評
価
す
る
（
同
上
）。

川
島
は
最
初
の
選
挙
で
敗
れ
こ
そ
し
た
も
の
の
、
多
様
な
要
求
を
有
す
る
選
挙
区

の
中
で
自
ら
の
支
持
基
盤
を
固
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
川

島
が
地
域
の
名
望
家
層
だ
け
で
な
く
、
青
年
団
を
支
持
基
盤
と
し
て
い
た
点
で
あ

る
。
青
年
団
の
中
に
反
政
友
会
的
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
憲
政
会
系
と
し
て
立

候
補
し
た
川
島
を
支
持
し
た
理
由
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
三
六
頁
）。
初
め
て
立
候

補
し
た
川
島
に
と
っ
て
は
、
心
強
い
味
方
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
現

状
改
革
の
要
望
を
川
島
が
汲
み
取
り
、
生
活
改
善
を
政
治
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ

た
こ
と
と
も
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
章
「『
二
大
選
挙
』
―
代
議
士
川
島
正
次
郎
の
誕
生
」
で
は
、
一
九
二
八

年
の
県
会
議
員
選
挙
と
第
一
六
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
を
対
象
と
し
、
川
島
が
当

選
に
至
る
過
程
を
検
討
し
て
い
る
。
一
九
二
八
年
に
行
わ
れ
た
県
議
選
で
川
島
は

自
派
の
人
物
を
県
議
に
当
選
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た（
六
一
頁
）。
た
だ
し
、

川
島
系
の
候
補
者
が
い
ず
れ
も
三
〇
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
青
年
団
の
応
援
を
引

き
続
き
受
け
て
い
た
と
著
者
は
指
摘
し
て
い
る
（
同
上
）。
こ
の
よ
う
に
不
利
な

状
況
下
に
あ
っ
た
川
島
だ
が
、
転
機
と
な
っ
た
の
が
政
友
会
へ
の
入
党
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
先
述
の
本
多
が
政
友
本
党
を
経
て
民
政
党
に
入
党
し
た
こ
と
に
よ
る
。

著
者
に
よ
れ
ば
川
島
の
政
友
会
入
党
は
政
策
的
な
理
由
で
は
な
く
本
多
と
の
「
対

人
関
係
」
に
よ
っ
て
い
た
と
い
う
（
六
二
頁
）。
注
目
さ
れ
る
の
が
選
挙
戦
で
川
島

が
「
政
党
員
個
人
の
倫
理
観
や
道
徳
性
の
『
改
造
』
を
有
権
者
に
訴
え
て
い
た
」

点
で
あ
る
（
六
八
頁
）。
こ
う
し
た
戦
略
は
川
島
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
の
一
環
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
る
。
こ
の
他
、
注
目
さ
れ
る
点
と
し
て
「
政
党
支
部
は
代
議
士
と

県
会
議
員
の
連
合
体
に
過
ぎ
ず
、
候
補
者
の
選
定
や
調
整
を
担
え
な
か
っ
た
」
と

の
指
摘
が
あ
る
（
七
九
頁
）。
ま
た
、
演
説
会
が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
た
こ
と
や
、「
日

本
中
の
一
人
も
食
ふ
に
困
る
も
の
の
な
い
様
に
す
る
」
と
い
う
政
治
信
条
を
掲
げ

た
こ
と
が
有
権
者
に
支
持
さ
れ
た
点
、
地
方
議
員
に
よ
る
買
収
が
横
行
し
た
点
、

名
望
家
層
や
専
修
大
学
関
係
者
、
青
年
層
が
引
き
続
き
支
持
し
た
一
方
、
前
回
の

選
挙
で
活
動
し
て
い
た
市
場
関
係
者
や
労
働
組
合
が
選
挙
運
動
に
参
加
し
て
い
な

い
点
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
（
七
八
頁
―
八
一
頁
）。
川
島
は
男
子
普
通
選
挙
と
い

う
全
く
新
し
い
政
治
情
勢
に
対
応
し
う
る
地
盤
と
選
挙
態
勢
を
整
え
て
い
っ
た
と

言
え
よ
う
。

第
三
章
「
政
党
政
治
期
」
で
は
、
政
党
政
治
期
に
お
け
る
川
島
の
選
挙
区
で
の

議
員
活
動
が
分
析
さ
れ
て
い
る
。
川
島
は
他
の
候
補
者
と
比
べ
て
も
、
積
極
的
に

議
会
報
告
演
説
会
を
開
催
し
て
お
り
、
自
ら
の
成
果
を
有
権
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ

う
と
動
い
て
い
た
（
九
〇
頁
―
九
一
頁
）。
民
政
党
を
与
党
と
す
る
浜
口
雄
幸
内
閣

下
で
執
行
さ
れ
た
、
一
九
三
〇
年
の
第
一
七
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
お
け
る
川

島
の
立
候
補
過
程
の
特
徴
に
つ
い
て
、
著
者
は
「
地
域
有
力
者
の
推
薦
会
や
ボ
ト

ム
ア
ッ
プ
」
を
経
ず
に
立
候
補
し
て
お
り
、
党
組
織
な
ど
の
支
援
は
な
か
っ
た
と

す
る
（
九
四
頁
）。
川
島
は
、
専
修
大
学
の
人
脈
を
活
か
し
た
学
生
弁
士
の
動
員

や
、
推
薦
状
な
ど
の
選
挙
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
た
選
挙
戦
を
展
開
し
た
（
九
七
頁
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―
九
八
頁
）。
こ
の
選
挙
で
は
民
政
党
か
ら
政
友
会
に
移
っ
た
本
多
が
落
選
す
る
な

ど
、
全
国
的
な
政
友
会
の
敗
北
を
反
映
し
た
結
果
と
な
っ
た
（
一
〇
二
頁
）。
そ
の

後
、
川
島
は
一
九
三
二
年
の
県
議
選
に
向
け
て
、
選
挙
区
内
で
の
議
会
報
告
演
説

会
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
政
治
活
動
を
展
開
し
、
自
派
の
県
議
を
当
選
さ
せ
る
道

筋
を
つ
け
た
（
一
〇
七
頁
―
一
一
六
頁
）。
政
友
会
を
与
党
と
す
る
犬
養
毅
内
閣
が

執
行
し
た
第
一
八
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
選
挙
に
続
い
て
県

議
が
代
議
士
の
集
票
回
路
と
し
て
機
能
し
た
こ
と
と
、
川
島
が
政
友
会
本
部
主
導

の
候
補
者
擁
立
に
反
対
し
た
こ
と
か
ら
、「
候
補
者
選
定
に
関
し
て
は
、
特
に
本

部
や
支
部
の
影
響
力
は
限
定
的
」
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
特
徴
と
し
て
挙
げ
て
い

る
（
一
一
七
頁
―
一
二
〇
頁
）。
選
挙
の
結
果
、
千
葉
県
第
一
区
の
全
四
議
席
の
う

ち
、
政
友
会
が
三
議
席
を
占
め
る
結
果
と
な
り
、
川
島
も
当
選
を
果
た
し
た
。
著

者
の
指
摘
の
中
で
重
要
な
の
は
、
村
レ
ベ
ル
で
の
得
票
数
の
偏
り
が
見
ら
れ
る
点

で
あ
ろ
う（
一
二
七
頁
―
一
二
八
頁
）。政
党
政
治
期
の
選
挙
の
分
析
結
果
に
つ
い
て
、

著
者
は
川
島
が
議
会
報
告
演
説
会
を
開
催
し
て
、
有
権
者
と
意
識
的
な
つ
な
が
り

を
保
ち
続
け
た
こ
と
、
党
の
本
部
・
支
部
の
後
援
を
得
ず
に
立
候
補
し
、
着
実
に

当
選
を
積
み
重
ね
て
政
界
で
の
存
在
感
を
増
し
た
こ
と
、
市
場
関
係
団
体
を
支
持

基
盤
に
組
み
入
れ
た
こ
と
、
県
支
部
の
影
響
力
は
小
さ
く
「
依
然
と
し
て
代
議
士

が
選
挙
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
」
こ
と
を
特
徴
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
（
一
三
一

頁
―
一
三
二
頁
）。

第
四
章
「
代
議
士
後
援
会
の
誕
生
」
で
は
、
戦
前
か
ら
形
成
さ
れ
た
代
議
士
の

個
人
後
援
会
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
後
援
会
の
特
徴
と
し
て
著
者
は
次
の
五
点

を
挙
げ
て
い
る
。

①
政
党
内
閣
期
に
成
立
し
た
も
の
が
多
く
、「
候
補
者
の
出
生
地
と
そ
の
周
辺
、

地
盤
地
域
と
そ
の
周
辺
に
町
村
単
位
で
設
立
さ
れ
た
」。

②
「
政
党
本
部
へ
の
公
認
申
請
、
選
挙
運
動
、
演
説
会
の
開
催
、
候
補
者
擁
立
、

県
会
議
員
選
挙
へ
の
関
与
」
な
ど
を
展
開
し
た
。

③
「
地
域
利
益
や
支
持
者
の
団
結
な
ど
を
通
し
て
、
候
補
者
個
人
と
有
権
者
を
架

橋
し
」
た
。

④
普
通
選
挙
と
中
選
挙
区
制
と
い
う
「
新
た
な
政
治
環
境
」
に
対
す
る
「
万
能
の

処
方
箋
で
は
な
」
か
っ
た
。

⑤
戦
前
と
戦
後
の
連
続
性
は
薄
い
が
「
決
し
て
戦
後
政
治
史
の
産
物
で
は
な
か
っ

た
」（
以
上
、
一
四
五
頁
―
一
四
六
頁
）。

著
者
が
対
象
と
す
る
千
葉
県
第
一
区
の
場
合
、
川
島
以
外
の
候
補
者
の
後
援
会

は
、「
制
限
選
挙
期
の
政
治
団
体
が
後
援
会
に
変
質
し
た
も
の
で
は
な
く
」、
候
補

者
を「
代
議
士
へ
と
押
し
出
す
た
め
、新
た
に
結
成
さ
れ
た
組
織
で
あ
」り（
一
五
三

頁
）、
運
営
に
は
地
方
議
員
な
ど
地
域
の
有
力
者
が
関
わ
っ
て
い
た
（
一
五
四
頁
―

一
五
五
頁
）。
ま
た
、
報
道
な
ど
で
表
立
っ
た
活
動
は
見
ら
れ
ず
、「『
見
え
な
い
選

挙
運
動
』
に
従
事
し
、
戸
別
訪
問
な
ど
の
違
法
行
為
の
主
体
と
し
て
機
能
し
て
い

た
」
点
も
、
特
徴
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
（
一
六
〇
頁
）。

川
島
の
後
援
会
に
つ
い
て
は
、
他
の
候
補
者
の
後
援
会
と
比
較
し
て
結
成
が
遅

か
っ
た
と
し
、
地
盤
外
で
あ
る
君
津
郡
と
千
葉
郡
で
後
援
会
を
結
成
し
た
が
、「
支

持
基
盤
の
主
力
で
は
な
」
く
、
違
法
行
為
を
含
め
た
「『
見
え
な
い
』
活
動
」
を

続
け
て
い
た
と
す
る
（
一
六
二
頁
―
一
六
八
頁
）。
こ
の
よ
う
に
千
葉
県
第
一
区
に

お
け
る
後
援
会
の
影
響
力
は
限
定
的
で
あ
っ
た
と
著
者
は
結
論
づ
け
る
。

第
五
章
「
粛
正
選
挙
期
」
で
は
一
九
三
六
年
か
ら
三
七
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ

た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
お
よ
び
県
議
会
議
員
選
挙
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
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間
川
島
は
、
専
修
大
学
弁
論
部
の
支
持
を
失
い
、
疑
獄
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
な

ど
、
苦
難
の
道
を
歩
ん
で
い
く
こ
と
と
な
る
（
一
七
六
頁
―
一
七
七
頁
）。
こ
の
よ

う
な
中
で
、
一
九
三
六
年
の
県
議
選
で
は
代
議
士
が
自
派
の
県
議
を
擁
立
し
た

が
、
民
政
党
千
葉
県
支
部
に
よ
る
候
補
者
選
定
の
関
与
を
著
者
は
「
特
筆
に
値
す

る
」
と
指
摘
す
る
（
一
八
〇
頁
―
一
八
一
頁
）。
今
ま
で
存
在
感
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
政
党
支
部
が
存
在
感
を
示
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
県
議
選
の
結
果
、
民
政
党
候

補
が
躍
進
し
た
一
方
、
政
友
会
の
本
多
は
自
派
の
領
袖
で
あ
っ
た
床
次
竹
二
郎
の

死
去
な
ど
も
あ
っ
て
影
響
力
が
低
下
し
、
系
列
下
の
県
議
は
五
名
中
四
名
が
落
選

す
る
結
果
と
な
っ
た
（
一
八
二
頁
）。
中
央
政
界
に
お
け
る
存
在
感
の
低
下
が
地
方

政
界
に
も
波
及
し
た
の
で
あ
る
。
同
年
に
実
施
さ
れ
た
第
一
九
回
衆
議
院
議
員
総

選
挙
で
は
、
選
挙
公
報
の
検
討
を
通
し
て
、
川
島
の
そ
れ
が
「
抽
象
的
な
が
ら
も

簡
単
で
」
あ
り
「
有
権
者
の
生
活
と
政
治
を
直
結
さ
せ
た
こ
と
が
特
徴
で
あ
っ

た
」
と
し
て
い
る
（
一
八
七
頁
―
一
八
八
頁
）。
選
挙
の
結
果
、
川
島
は
三
位
当
選

を
果
た
し
た
一
方
、
政
友
会
か
ら
立
候
補
し
て
落
選
し
た
あ
る
候
補
者
は
、
選
挙

違
反
の
容
疑
を
か
け
ら
れ
、
逃
亡
劇
の
末
逮
捕
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
（
一
九
七

頁
）。
粛
正
選
挙
に
お
け
る
取
締
強
化
を
示
す
一
例
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
こ
の

選
挙
で
も
引
き
続
き
村
レ
ベ
ル
で
の
得
票
率
の
開
き
が
見
ら
れ
る
点
が
注
目
さ
れ

る
（
一
九
三
頁
―
一
九
五
頁
）。
次
に
第
二
〇
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
は
支
部
が

主
導
し
て
擁
立
し
た
候
補
者
が
落
選
し
た
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ

い
て
、
著
者
は
「
県
支
部
主
導
で
擁
立
し
た
候
補
者
の
落
選
は
、
千
葉
県
第
一
区

の
有
権
者
、
特
に
東
葛
飾
郡
の
有
権
者
の
投
票
基
準
が
政
党
よ
り
も
候
補
者
個
人

に
あ
っ
た
証
左
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
推
察
し
て
い
る
（
二
一
三
頁
）。
そ
し
て

粛
正
選
挙
期
の
特
徴
と
し
て
、
①
立
候
補
が
候
補
者
主
体
で
あ
り
、
政
党
組
織
の

影
響
力
が
限
定
的
で
あ
っ
た
点
、
②
地
方
議
員
に
よ
る
買
収
が
横
行
し
た
点
、
③

川
島
の
場
合
、
市
場
団
体
関
係
の
支
持
が
無
く
な
り
、
後
援
会
の
機
能
不
全
な
ど

支
持
基
盤
の
変
容
が
見
ら
れ
た
点
を
指
摘
し
て
い
る
（
二
一
八
頁
）。

第
六
章
「
翼
賛
選
挙
の
時
代
」
で
は
、
川
島
が
政
治
家
と
し
て
い
く
つ
か
の
重

要
な
転
機
を
迎
え
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
九
三
八
年
の
政
友
会
の
千
葉

県
支
部
長
に
就
任
と
（
二
三
一
頁
―
二
三
三
頁
）、
一
九
三
九
年
に
政
友
会
が
い
わ

ゆ
る
中
島
派
と
久
原
派
に
分
裂
し
た
時
に
、
中
島
派
の
総
務
に
就
任
し
た
こ
と
で

あ
る
（
二
四
〇
頁
―
二
四
四
頁
）。
川
島
は
当
選
五
回
を
重
ね
る
中
で
、
政
友
会
の

重
鎮
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
戦
後
自
民
党
で
幹
事

長
に
就
任
す
る
キ
ャ
リ
ア
の
前
提
と
し
て
重
要
で
あ
ろ
う
。

一
九
四
二
年
の
翼
賛
選
挙
で
は
、
候
補
者
詮
衡
会
が
大
政
翼
賛
会
の
推
薦
と
非

推
薦
の
候
補
者
の
選
定
を
主
導
し
、
川
島
は
非
推
薦
候
補
と
し
て
立
候
補
し
た

（
二
五
四
頁
）。
こ
の
背
景
に
つ
い
て
著
者
は
「
翼
賛
選
挙
で
の
推
薦
と
非
推
薦
の

分
水
嶺
が
極
め
て
曖
昧
で
、
し
か
も
候
補
者
自
身
の
人
間
関
係
に
左
右
さ
れ
て
い

た
」
と
し
て
い
る
（
二
五
六
頁
―
二
五
七
頁
）。
そ
し
て
、
支
持
基
盤
は
地
域
有
力

者
を
中
心
と
し
た
集
票
回
路
に
加
え
、
出
身
地
の
行
徳
町
、
漁
業
関
係
者
に
収
斂

し
た
と
い
う
（
二
六
八
頁
）。
結
果
的
に
川
島
は
当
選
を
果
た
し
、
戦
後
に
至
る
こ

と
と
な
る
。

補
論
「
戦
後
政
治
史
へ
の
道
」
で
は
、
川
島
が
公
職
追
放
さ
れ
た
中
で
身
代
わ

り
候
補
を
擁
立
し
、
や
が
て
政
界
復
帰
を
果
た
し
て
自
民
党
の
有
力
政
治
家
と
し

て
台
頭
す
る
前
提
を
準
備
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

終
章
で
は
本
書
で
の
論
点
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
川
島
は
「
地
元
選

挙
区
へ
の
利
益
誘
導
の
媒
介
者
と
し
て
実
績
を
積
み
重
ね
」、「
政
治
活
動
と
選
挙
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運
動
を
連
動
・
一
致
さ
せ
」
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
た
選
挙

戦
術
を
展
開
し
て
、
多
く
の
有
権
者
の
耳
目
を
惹
き
つ
け
た
。
更
に
「
常
に
川
島

を
支
持
し
て
投
票
す
る
有
権
者
が
い
る
町
村
」
を
確
保
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る

（
三
二
二
頁
―
三
二
三
頁
）。
こ
う
し
て
川
島
は
戦
後
に
自
民
党
政
治
家
と
し
て
、
そ

の
存
在
感
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

以
上
、
紙
幅
の
都
合
も
あ
り
部
分
的
で
は
あ
る
が
本
書
の
内
容
を
要
約
し
た
。

次
に
本
書
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
ま
ず
、
重
要
な
の
は
一
貫
し
て
一
人
の

代
議
士
を
戦
前
か
ら
戦
後
ま
で
取
り
上
げ
た
点
と
、
選
挙
を
分
析
の
中
心
に
据
え

る
こ
と
で
、
そ
の
政
治
家
の
支
持
基
盤
と
地
域
政
治
構
造
を
明
確
に
描
い
た
点
で

あ
る
。
著
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
川
島
を
め
ぐ
る
日
記
や
書
簡
は
現
存
し
て
お

ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
一
次
史
料
に
は
乏
し
い
状
況
に
あ
る
（
一
〇
頁
）。
し
か
し
、
著

者
は
整
理
さ
れ
た
既
存
の
史
料
や
新
聞
史
料
を
丹
念
に
調
査
す
る
こ
と
で
、
こ
の

課
題
を
ク
リ
ア
し
た
。
政
治
家
研
究
や
地
域
史
研
究
に
お
い
て
、
史
料
的
制
約
は

抜
き
が
た
い
課
題
と
し
て
横
た
わ
っ
て
い
る
。
史
料
保
存
の
動
き
は
近
年
急
速
に

進
展
し
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
特
定
の
テ
ー
マ
を
描
こ
う
と
す
る
上
で
、
新
史
料
を

調
査
・
整
理
し
て
研
究
に
繋
げ
る
の
は
容
易
で
は
な（

１
）い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
著

者
の
示
し
た
研
究
手
法
は
、
た
と
え
一
次
史
料
が
不
十
分
で
あ
っ
て
も
、
既
存
の

史
料
と
新
聞
を
駆
使
す
る
こ
と
で
地
域
政
治
史
研
究
の
遂
行
が
可
能
で
あ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
今
後
の
地
域
史
研
究
の
進
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
だ
ろ
う
。

次
に
「
選
挙
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
概
念
規
定
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。
本
書
で

は
単
に
選
挙
結
果
を
羅
列
す
る
だ
け
で
な
く
、「
選
挙
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
概
念

規
定
を
軸
に
据
え
た
こ
と
で
、
よ
り
明
確
に
地
域
政
治
構
造
を
描
き
出
す
こ
と
に

成
功
し
た
。
重
要
な
の
は
、
ど
の
選
挙
に
お
い
て
も
、
事
前
と
な
る
県
議
選
の
存

在
を
著
者
が
重
視
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
政
党
に
よ
る
地
方
議
員
を
通
じ
た
集
票

ル
ー
ト
の
存
在
は
か
ね
て
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る（

２
）が
、
著
者
は
県
議
選
を
衆
議
院

議
員
選
挙
と
連
結
さ
せ
て
叙
述
す
る
こ
と
で
、
川
島
が
地
域
へ
の
影
響
力
を
高
め

て
い
っ
た
過
程
を
描
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
分
析
は
政
治
家
と
選
挙
区
を
考

え
る
上
で
今
後
欠
か
せ
な
い
視
点
と
な
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
著
者
の
研
究
は
、
新
た
に
明
ら
か
に
し
た
事
実
だ
け
で
な
く
、
そ

の
研
究
手
法
と
分
析
方
法
が
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

次
に
本
書
に
つ
い
て
い
く
つ
か
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た
い
。
一
点
目
は
政
党
の
地

方
組
織
の
問
題
に
つ
い
て
で
あ
る
。
著
者
は
政
党
の
地
方
組
織
の
役
割
は
限
定
的

で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
評
者
は
島
根
県
の
憲
政
会
・
民
政
党
勢
力
に
つ
い
て

検
討
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
島
根
県
で
は
政
党
の
郡
支
部
発
会
式
と
政
治
家
の
後

援
会
の
郡
部
会
発
会
式
が
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い（

３
）た
。
島
根
県
の
場
合
は
、
首
相

経
験
者
で
あ
る
若
槻
礼
次
郎
を
は
じ
め
大
臣
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
る
櫻
内
幸

雄
、
島
田
敏
雄
、
俵
孫
一
な
ど
有
力
政
治
家
が
集
中
す
る
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
も

関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
著
者
は
多
く
の
研
究
が
「
代
議
士
個
人
の
選
挙
シ

ス
テ
ム
を
政
党
の
地
盤
と
し
て
読
み
替
え
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」

（
三
二
三
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
島
根
県
の
事
例
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
も
そ
も

当
時
の
有
権
者
や
政
治
家
に
と
っ
て
、
政
党
の
地
方
組
織
と
後
援
会
の
区
分
は
決

し
て
自
明
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
ま
た
、
島
根
県

の
場
合
は
一
九
二
〇
年
に
結
成
さ
れ
た
若
槻
礼
次
郎
の
後
援
会
で
あ
る
克
堂
会
の

活
動
が
特
筆
す
べ
き
で
あ
る（

４
）が
、
貴
族
院
議
員
で
あ
っ
た
若
槻
の
後
援
会
は
後
援

会
の
中
で
は
特
殊
な
事
例
に
分
類
さ
れ
よ
う
。
著
者
も
比
較
史
的
な
検
討
を
試
み
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て
い
る
が
（
三
二
六
頁
―
三
三
〇
頁
）、
今
後
は
事
例
研
究
の
蓄
積
の
上
に
、
政
党

組
織
や
後
援
会
を
類
型
化
し
て
い
く
こ
と
で
戦
後
の
日
本
政
治
を
も
射
程
に
入
れ

た
政
治
史
研
究
が
可
能
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
点
目
は
村
レ
ベ
ル
で
投
票
行
動
が
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
、

そ
の
村
（
あ
る
い
は
町
）
が
そ
の
候
補
者
に
投
票
し
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
著
者
が
町
内
会
・
部
落
会
の
検
討
を
課
題
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
（
三
三
二
頁
）、

村
レ
ベ
ル
の
投
票
行
動
の
背
景
を
考
え
る
上
で
重
要
な
の
が
部
落
選
挙
の
実
態
で

あ
る
。
庄
司
俊
作
氏
に
よ
れ
ば
、
村
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
各
部
落
か
ら
代

表
と
し
て
の
村
議
を
選
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
村
内
の
対
立
緩
和
が
進
行
し
た
と

い（
５
）う
。
こ
の
よ
う
な
調
整
が
村
レ
ベ
ル
で
図
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
選
挙
に
お
け

る
投
票
行
動
の
前
提
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
即
ち
、
一
貫
し
て
あ
る
候
補
者

を
支
援
し
続
け
た
町
村
で
は
、
町
内
会
・
部
落
会
レ
ベ
ル
で
投
票
行
動
が
調
整
さ

れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
評
者
が
研
究
対
象
と
し
て
い
る
島
根
県
で
は
、
憲
政
会
と
政
友
本
党
の

合
同
に
際
し
て
、
八
束
郡
政
友
本
党
熊
野
村
部
会
が
民
政
党
へ
の
参
加
を
決
め
て

い（
６
）る
。

恐
ら
く
、
村
レ
ベ
ル
で
は
部
落
会
や
政
党
の
部
会
が
、
有
権
者
の
投
票
行
動
を

規
定
し
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
史
料
的
制
約
が
大
き
い
も
の
の
、
村
レ
ベ

ル
で
の
投
票
行
動
の
規
定
が
、
政
治
家
の
地
盤
と
し
て
機
能
し
て
い
た
事
実
は
、

村
の
政
治
構
造
の
検
討
の
必
要
性
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三
点
目
は
地
方
紙
の
問
題
で
あ
る
。
著
者
は
新
聞
史
料
を
多
用
し
て
い
る
。
戦

前
の
地
方
紙
の
多
く
が
、
政
党
の
機
関
誌
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い（

７
）る
。
地
方
紙
は
社
説
で
政
党
の
政
策
を
訴
え
て
支
持
基
盤
の
拡
大
を

図
り
、
更
に
は
政
党
政
治
家
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
も
貢
献
し
た
。
島
根
県
の
場
合

は
、
若
槻
の
教
育
的
規
範
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
地
方
紙
が
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い（

８
）た
。
残
念
な
が
ら
、
本
書
で
は
千
葉
県
の
地
方
紙
の
政
党
政
派
に
関

す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。し
か
し
、地
方
紙
の
発
信
す
る
政
治
家
の
イ
メ
ー

ジ
形
成
や
報
道
姿
勢
は
政
党
の
支
持
基
盤
や
地
域
政
治
構
造
に
も
小
さ
く
な
い
影

響
を
与
え
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
今
後
著
者
に
は
地
方
紙
と
政
党
の
関
係
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

以
上
、
い
く
つ
か
拙
い
な
が
ら
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た
。
内
容
要
約
が
不
十
分
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
ひ
と
え
に
評
者
の
能
力
不
足
に
起
因
す
る
も

の
で
あ
り
、
本
書
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
申
し
添
え
た
い
。
本
書
は
選
挙

研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
政
党
政
治
史
や
地
域
政
治
史
を
今
後
検
討
す
る
上
で
欠
か

せ
な
い
一
冊
で
あ
り
、よ
り
多
く
の
方
に
読
ま
れ
る
べ
き
一
冊
で
あ
る
と
言
え
る
。

著
者
は
高
校
教
員
を
勤
め
な
が
ら
本
書
を
書
き
上
げ
た
と
い
う
。
い
わ
ば
在
野

の
身
で
仕
事
と
研
究
を
両
立
さ
せ
、
こ
の
よ
う
な
優
れ
た
研
究
を
書
き
上
げ
た
著

者
の
努
力
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。
比
べ
る
の
は
失
礼
か
も
し
れ
な
い
が
、

同
じ
く
在
野
で
研
究
を
続
け
る
評
者
に
と
っ
て
も
大
き
な
励
み
と
な
っ
た
。
今
後

の
著
者
の
研
究
の
更
な
る
進
展
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

【
註
】

（
１
）
手
塚
雄
太
『
近
現
代
日
本
の
政
党
支
持
基
盤
の
形
成
と
変
容
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
一
七
年
）
は
近
年
の
政
治
家
を
め
ぐ
る
研
究
の
中
で
も
、
一
次
史
料
を
調
査
し

た
上
で
政
治
家
の
後
援
会
の
実
相
を
明
ら
か
に
し
た
優
れ
た
研
究
で
あ
る
。

（
２
）
源
川
真
希
『
近
現
代
日
本
の
地
域
政
治
構
造
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
一
年
）
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四
二
頁
―
四
三
頁
。

（
３
）
杉
谷
直
哉
「
島
根
県
に
お
け
る
憲
政
会
・
立
憲
民
政
党
勢
力
の
形
成
と
展
開
」（『
山

陰
研
究
』
第
一
〇
号
、
二
〇
一
七
年
）
八
頁
。
な
お
、
同
論
文
一
五
頁
に
お
い
て
、

一
九
二
七
年
に
政
友
会
那
賀
郡
部
会
が
島
田
の
後
援
会
で
あ
る
硯
堂
会
の
発
会
式
と

同
時
に
開
か
れ
て
い
る
と
し
た
が
、
そ
の
後
の
調
査
で
正
確
に
は
政
友
会
那
賀
郡
支

部
の
発
会
式
が
一
九
二
九
年
に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
訂
正
す
る

（『
山
陰
新
聞
』
一
九
二
九
年
一
一
月
二
四
日
）。

（
４
）
克
堂
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
杉
谷
前
掲
「
島
根
県
に
お
け
る
憲
政
会
・
立
憲
民
政
党

勢
力
の
形
成
と
展
開
」
を
参
照
。

（
５
）
庄
司
俊
作
『
日
本
の
村
落
と
主
体
形
成
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）

三
八
〇
頁
―
三
八
五
頁
、
同
「
課
題
と
方
法
」
庄
司
俊
作
編
『
年
報
村
落
社
会
研
究

五
〇　

市
町
村
合
併
と
村
の
再
編
』（
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
二
〇
一
四
年
）
二
七

頁
―
三
〇
頁
。

（
６
）『
松
陽
新
報
』
一
九
二
七
年
七
月
一
二
日
夕
刊
。

（
７
）
粟
屋
憲
太
郎
『
昭
和
の
政
党
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）（
初
版
は
一
九
八
三
年
）

二
〇
五
頁
―
二
〇
七
頁
、杉
谷
直
哉
「『
地
方
メ
デ
ィ
ア
』
の
政
党
論
」（『
洛
北
史
学
』

第
二
〇
号
、
二
〇
一
八
年
）、
福
間
良
明
「
九
州
に
お
け
る
地
方
紙
の
政
治
性
」
佐

藤
卓
己
・
河
崎
吉
紀
編
『
近
代
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
議
員
』（
創
元
社
、
二
〇
一
八
年
）。

（
８
）
杉
谷
直
哉
「
政
党
政
治
家
の
イ
メ
ー
ジ
形
成
に
つ
い
て
」（『
山
陰
研
究
』
第
一
二
号
、

二
〇
一
九
年
）。

（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
九
年
、
六
四
〇
〇
円
＋
税
）

（
山
陰
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員
）




